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例年よりは暖かいものの肌寒い１２月１２日にセミナーが開催されました。

午前中の講演会では、社会福祉法人麦の子会・理事長の北川 聡子氏が学生時

代から関って４０年になる福祉活動の紹介、1ｋｍ圏内に５０以上の事業所を設

立して障がいのある方やその家族、職員が暮らす子育ての村を作り上げたことに

ついてお話頂きました。こどもを中心に、関係するすべての方を支援の対象とす

る考え方、「共に生きる」、「安心できる居場所」等の大切なキーワードは幼児

期から成人期まで共通である事を学び、北川氏の穏やかながら熱い想いのこもっ

た言葉に感銘をうけました。 

午後は、「暮らし」をテーマに、相談支援専門員 大滝氏、障がいのある方の

保護者 長谷川氏、ご本人さん 濱田氏の３名による発表がありました。障害の

ある人が地域で暮らすことの意味を再確認するとともに地域の方々に知ってもら

う事の大切さを感じました。障がいがあっても自分で選び一人暮らしをしている 

（報告） 

置賜から始まる 仲間とつながる第一歩 

2023年（令和5年）10月14日（土） 
南陽市文化会館（シェルターなんようホール） 
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 2023年（令和5年）10月14日（土）南陽市文化会

館（シェルターなんようホール）を会場に「第32回山

形県知的しょうがい者福祉大会」が開催されました。

全国的な感染症まん延の影響により、令和元年の寒

河江大会以来4年ぶりの開催となった本大会は、『置

賜から始まる 仲間とつながる第一歩』をテーマとし、

長い充電期間からの新たな一歩を踏み出すことを宣

言する大会となりました。 

 秋晴れの清々しい空の下、置賜地区育成会会員・

市町村育成会（親の会）、団体会員代表者等107名

の方が参加いたしました。また、式典には山形県知事

をはじめ多くの来賓の方々にご臨席いただき、小規

模開催ではありましたが盛会裏に終えることができ

ました。 

本大会にご参加いただいた皆様、実行委員の皆様、

ご協賛いただいた皆様のご協力に感謝申し上げます。 

誠にありがとうございました。 

「どんなに重い障がいがあっても、その人らしく、より豊かな地域

生活ができるように」を目指し、重い障がいや医療的ケアが必要な

方も通所できる場所として令和２年に開所しました。児童発達支

援、放課後等デイサービス、生活介護を行っております。一人一人

の状態に合わせながら本人が希望する活動が行えるよう、保育

士・生活支援員・看護師・理学療法士が連携して支援をしています。

日ごろから積極的に外に出る活動をしており、昨年と今年は海に

行ってきました。生活介護では入浴サービスも行っております。 

また、スヌーズレンルームは癒しの空間として好まれています。 

ぜひ体感しにいらして下さい。 

コロナが5類へと移行され３年ぶりに開催された福祉大会は盛会に終了出来た事は、とても嬉しいかぎりです。 
いろんな事が少しずつ出来るようになった事で次年度は、もっともっと活発な育成会活動になるように一緒に頑張
りましょう！ 

濱田氏から紹介された 『各駅停車の会』では調理実習、茶話会、カラオケ等の余暇活動を所属する約

３０名の仲間で活動し、「できないことはできる人がやる」助け合いの心で楽しい時間を過ごしている

そうです。新幹線みたいに速くは走れないけれど、みんなでゆっくりと助け合いながら歩む『各駅停車

の会』の活動は素晴らしいものであり、このような会がたくさんの地域に広がることを願いたいと感じ

ました。一日を通し、セミナーに参加し、心のあたたまる学びとなりました 

この会報は赤い羽根共同募金の配分金を
受けて発行したものです。 
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置賜ブロック手をつなぐ育成会の皆さんが 
実行委員として大会を運営してくださいました。 

南陽市 白岩 孝夫 市長 ～歓迎のことば～ 

～大会決議～ ～本人大会決議～ 

～講演～ 
 講師：鈴木一成氏（一般社団法人山形県社会福祉士会顧問） 
 演題：「知的しょうがい者支援へのアプローチ」 

～レクリエーション～ 
 「みんなでおどろう」 
  講師：渡邉 京子（兼子京子）氏（山形心体表現の会） 

いちょうの家 

竹とんぼ 

ひまわり南陽 

福祉大会の映像DVDを 
各市町村育成会（親の会） 
事務局へ送付いたしました。 
ぜひ、皆さんでご視聴くださ
い。 

 
 
 
 
 

 今回で2回目の開催となった『高橋副理事長とお茶のみすっぺ』 
11月2日（木）ココス天童店で行いました。北村山地区、西村山地区の会員さんを対象にご案内致しました。 
今回参加してくださった方は、寒河江市手をつなぐ育成会阿部会長、村上副会長、村山市手をつなぐ育成会藤田会長の3名で
した。育成会活動の近況報告などたくさんの話題でざっくばらんにお話をし、有意義なひとときを共有する事ができました。 
 話題の中のひとつとして村山市手をつなぐ育成会が取り組んだ活動、アンケート調査についての報告を下記へご紹介いたし
ます。 

村山市手をつなぐ育成会 
「障がいのある子どもをもつ親御さんへの支援に関するアンケート調査」 （令和5年6月 実施） 

 学齢期における障がいのある子どもを育てる親御さんが、家庭や学校生活、学校卒業後のお子さんの将来に

ついてどのような支援を必要としているのか実態を把握し、村山市手をつなぐ育成会として行政へ政策提言す

るための基礎資料を得ることを目的とし行われたアンケート調査です。 

 
〈アンケート回答の一部をご紹介します〉 
 
〇子どもは、買い物中に大声で騒いだり、走っていく行動があり外出が困難。 
 
〇土日も仕事があり、子育てとの両立が難しい。子どもが18歳以降のことも心配。 
 
〇障がい児だということがみためでわからないため、外出先で不可思議な顔でみられる。 
 
〇ショートステイを利用したいが近くにないために利用できない。 
 
〇中学生、高校生となると連れていける場所、遊ばせる場所がない。 
 
〇自宅だけで過ごすと行き詰る。子供が思いっきり身体を動かしたり、周りの目を気にせずにのびのび過ごせ

る場所がほしい。 

〇生活介護のサービスをする事業所が近くにない。 〇訪問入浴サービスを利用しているが利用料負担が重い。 
 
〇中学校卒業後の進路がよくわからず不安。    〇卒業後の進路にどんな選択肢があるのかわからない。 
 
〇親が高齢化し、子供の面倒をみられなくなった時の生活が不安。 

手をつなぐ育成会東北ブロック大会 会長表彰 受賞    

渡部 幸也 氏 （羽黒町手をつなぐ育成会 前会長） 
 
金田 正子 氏 （白鷹町手をつなぐ育成会 会長） 

「第62回手をつなぐ育成会東北ブロック大会・本人大会」の表彰式において受賞なさいました。 
ご功績に心から敬意を表しますとともに、さらなるご活躍をご祈念申し上げます。 
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